
                                                                                                   

先住猫と2頭目の猫をいきなり会わせてしまうと、お互いの第一

印象が悪くなってしまうことがあります。その後、仲良くなれな

いこともあるので、会わせ方には十分注意して下さい。 

２頭目の猫を環境に慣れさせるために猫用

のケージが必要です。

いきなり先住猫と会わせるとケンカに

なってしまったり、猫自身がどうしたらい

いのか分からずに、すき間などに隠れてし

まうので必ずケージに入れましょう。初め

ての環境で怖がっている様子があればケー

ジの全面を布などで覆ってあげて下さい。

 

    

    

数日間は、猫たちの様子を見守りましょう。先住猫が2頭目の猫がいる場所に行きたそうな様子を

みせたり、威嚇行動をせず猫たちがお互いに興味をもっていそうだったら、いよいよ対面です。 

先輩猫がい

るな…。 

新入りか…。 

 

 

実際に猫たちを会わせてみましょう。この時、

ケージ越しに、扉は閉めたままで

お見合いをさせて様子をみます。

飼い主は見守りましょう。威嚇し

たり怖がっている様子があれば無理はせずに、もう一度ポイ

ント２からやり直してください。 

 
 

もう大丈夫と油断はしないで下さい。猫はとても気

まぐれな動物です。最初から長時間一緒にはさせな

いで、徐々に時間を延ばしていくようにしてくださ

い。

対面時間を終わらせるときや、飼い主

さんがその場から離れるときには、2頭目の猫は必

ずケージに戻しましょう。

 
 

先住猫を最優先に考えてあげてください。先住猫が一番という意思表示が大切です。2頭目の猫ば

かり可愛がってしまうと、先住猫がストレスを感じ、最悪な事態になってしまうとケンカ、拒食、

トイレの失敗等の問題行動を起こしてしまいます。 

 

すべての猫が、他の猫を受け入れるわけではありません。それでも、お互いに距離を保ちながら共

生していくことは可能です。「相性が悪ければすぐにセンターに返せば良い。」といった安易な気持

ちで猫を迎えることはしないで下さい。猫にも感情があり、環境の変化でかなりのストレスを感じ

ます。数日であきらめたりせずに、じっくりと時間をかける必要があります。飼い主さんの努力と

愛情が最大の鍵となります。一人で悩まずに、何か質問があればいつでもセンターに相談してくだ

さい。 

、 

仲良く出来そうな様子だったら、静かにケージの入り口を開

けて猫たちを直接対面させてみてください。この時に、お互

いのにおいを嗅ぎ合ったり、なめてあげたりといったしぐさ

をしてくれれば対面は成功です。おめでとうございます。 

 

＊直接会わせるのは、どちらの猫とも感染性の病気に感染し

ていないか検査をしてからにしましょう。どちらかが感染し

ている場合は、もう一匹に感染しないようにワクチン等で予

防してあげましょう。 


